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加加加古古古川川川   

ｸｸｸﾞ゙゙ﾘﾘﾘｰーーﾝﾝﾝｼｼｼﾃﾃﾃｨｨｨ   

   

お知らせしておりました「ネットワーク機器リプレース」の内容が整理できました。 

つきましては、管理規約第４３条（団地総会）４項に則り、理事会で決議された議案について臨時総会を下記

要領により開催いたします。 

ご多忙中とは思いますが、お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願いします。なお、出欠票・委任状は

必ず３月１４日（月）迄に管理事務所カウンターに特設の投函箱へご提出ください。（管理事務所の業務時間外

はドアポストへ投函してください） 

－記－ 

開催日時：平成２３年３月１９日（土曜日）午後７時から 

開催場所：集会所ホール 

決議事項：第１号議案 

１．情報サービス提供事業者の変更 

第２４期通常総会で承認され、第２５期通常総会で途中経過を報告済みの「マンション運

営情報及び緊急情報伝達システム」（グリーンネット）のネットワーク機器リプレースに

ついてご提案します。 

２．共用部第三者使用の承認 

上記を実施するに当たりネットワーク機器を共用部に設置するための承認を提案します。 

決議事項：第２号議案 

マンション運営情報及び緊急情報伝達システム使用細則の変更 

１号議案を実施するに当たり、当初管理組合のみが運営する前提で作成した本細則の見直し

を提案します。 

報告事項：メールアドレス等個人情報の提供について 

現在使用しているメールアドレスを新システム移行後も利用していただくために必要です。

詳細は議案書および別添資料をご確認ください。 

２０１１年度自転車登録の更新を行います 

自転車所有者は必ずこの期間に登録のうえ、新シール（銀色）を貼付してください。 

登録受付日時：３月１４日（月）～４月９日（土） 午前９時３０分～午後５時３０分 

販売場所：管理事務所 

登録費用：１，０００円/台 

なお廃棄される自転車はシールを取り除いて廃棄札（管理事務所で交付します）をつけ 

３月１８日（金）の「粗大ゴミ」の日に必ず自らの手でゴミステーションへ出してください。 

 

第２４期通常総会で承認され、第２５期通常総会で「ワイヤレス連動型火災（煙）警報器」に仕様変更を承認

された住宅用火災警報器の取付け、及びインターホン連動型熱感知器の交換工事を以下の要領で実施します。 

対象住戸：１階から１０階の全住戸 

工事日程：４月１日（金）から４月３０日（土） 

作業時間：３０分程度（工事には在宅の必要があります） 

工事業者：㈱井上電気 ☏０７９－４３７－８６８６ 

ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 
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 「駐車禁止のマーク」を思い出してください。真ん中

の斜めの線は「右上から左下へ？」「左上から右下

へ？」さて、どちらが正解 

でしょうか？何となくマー 

クは知っているはずです。 

正解は「左上から右下へ」 

この駐車禁止マークは、英語の「ＮＯ」を元に「Ｎ」

と「Ｏ」を組み合わせたものとして作られました。こ

の理由を聞いたあなたは、もう二度と間違えることは

無いでしょう。これが「理解した」ということです。 

理解していなければ、災害などのいざという時に

「わからなくなる」。その反面、理解していれば、迷

わず命は助かる方向に進んで行くことができるので

す。その為には、一歩踏み出し「理解する」ことは

「あなた次第」となるのです。 

 

ここからは理解して頂くために、少し厳しい（辛

い）お話をしなければなりません。ご理解ください。 

なぜ、家具の転倒防止をしなければならないのでし

ょうか？それは地震発生時に、家具が転倒し家具の下

敷きになって逃げられないからということはご存じで

すよね。話はこれで終わりではないのです。ここから

お伝えすることが「理解する」ということなのです。 

メディアで放送された地域の人や救助隊に救出され

助かった映像はほんの一部です。家具が転倒し下敷き

になり、逃げられなくて多くの人が亡くなったことか

ら目をそらしてはいけません。また、逃げられずに火

が迫り、救助する人に「私は放っておいて逃げて！」

と叫んだ人もいます。逃げられずに埋もれてしまい、

やっと掘り出されても本人かどうかも判らない状態に

なっていたのです。このようにならないために理解し

ていると、転倒防止等の｢備え｣の必要性は明らかで

す。 

 

同じことが津波災害でも言えま

す。日本では特にメディアで放送

されない隠された事実により、日

本人は避難勧告が発令されても避

難しない傾向があります。 

津波の恐ろしさはメディアで放送される「波の大き

さや流される人や家屋」ではなく、本来は津波が終わ

ったあとの惨状なのです。人が道路の片隅に大量のゴ

ミと一緒に、ボロボロになった亡骸となって山積みと

なっているのです。この様な惨状映像は日本では放送

されません。本当の恐ろしさである、目を覆う事実は

放送における規制によりメディアで放送されないので

す。だから、理解できずに避難しない人が多くなって

しまうのです。これは過去の災害で亡くなった人を軽

視したり愚弄しているのではありません。過去の教訓

から学ばなければならない、決して隠してはいけない

事実なのです。《次号に続く》 

２月２２日、ニュージーランド最大の都市クライスト

チャーチで、Ｍ６．３の強い地震が発生しました。連日

テレビで映し出される光景には心が痛むばかりです。 

 これは決して他人事ではないのです。１９９５年１月

１７日に、我々も兵庫県南部地震により阪神・淡路大震

災と言う未曾有の災害による、全く経験したことのない

被害を受けたのは紛れもない事実であることを忘れてい

ません。阪神・淡路大震災から１６年が経ち「防災」と

いう言葉がメジャーになってきています。しかし、まだ

まだ他人事であり、人任せになっているのも事実です。

なぜ人任せになってしまうのでしょうか。これが現代

社会での「防災における課題」なのです。一つの災害が

発生すると、テレビ、新聞、インターネットは競って毎

日災害現場の状況を報告する。ここで生まれてくるのが

『情報の氾濫』です。 

 

災害が発生すると、メディアか

らは大量の情報が流れます。最初

は「大変だ」「辛い」「悲しい」

「可哀想だ」と感情的になり涙を

流します。しかし、大量の情報は 

次第に弊害を起こし始め、災害情報を視聴している人た

ちには、見慣れた光景となっていきます。危険に対する

麻痺状態となり、いつの間にかインパクトがなくなって

しまいます。「悲しいことだ」「悲惨なことだ」「大変

だ」ということは感じるが、やがてメディアによって見

せられた災害情報の様子が、自分の受けるであろう災害

の上限となってくるのです。その意識により、身近で災

害が発生しても目の前の事実（災害・被害）に対して、

何が起こっているのか把握せず、また認識できずに個々

の危機に対する非常スイッチが入らないということが発

生してしまうのです。災害が迫っていても逃げることも

せず、「たぶん大丈夫だろう」「私のところにはやって

こないだろう」と思い避難をしようとしない。それは何

故か？災害の様子はメディアで観たので「知っている」

が、災害自体を「理解していない」ということになりま

す。災害に備えなければ大きな被害が発生することは

「知っている」。さらに家具の転倒防止、保存食、家電

製品の固定対策等もやった方が安全なことは「知ってい

る」。地震保険に継続して加入すると何かの時に役立つ

ことも「知っている」。しかし実行に移せず「備えられ

ない！」。それはなぜか？備えておくと、何がどう変わ

るのか理解できていないことです。だから「備えない」

ということなのです。 

 

「知っている」と「理解している」とは違うのです！

何が起こるのか？どんな影響があるのか？基本的なこと

を理解していないのです。言葉遊びのような「知ってい

る」と「理解している」の違いをここで確認します。 
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  ご意見、ご要望などをどしどしお書きください。（ご記名をお願いします） 

 

寒さも和らぎ、いよいよ♪春到来♪ですね！！今月

は、旬の素材「菜の花とあさり」を使って、あさりの

蒸し汁を活かした旨みたっぷりの『菜の花とあさりの

サラダ』を紹介したいと思います。 

『菜の花とあさりのサラダ』 

◆〔材料(２人分）〕 

 菜の花・・・・・・・1 束 

 あさり（殻つき）・・180ｇ 

 あさりの蒸し汁・・・大さじ 1.5 

 粉マスタード・・・・大さじ 1/2 

 しょうゆ・・・・・・大さじ 1 

 砂糖・・・・・・・・大さじ 1/2 

 酢・・・・・・・・・大さじ 1/2 

 オリーブ油・・・・・大さじ 1.5 

◆〔作り方〕 

①あさりはバットなどに入れてかぶるくらいの塩水

（分量外・水１カップに対して塩小さじ１が目安）

を注ぎ、暗くて静かなところに１～２時間おいて砂

出しをする。水の中であさりの殻をこすり合わせて

洗い、水気を切る。菜の花はさっとゆでてざるに上

げ、長さを半分に切る。 

②鍋にあさりを入れ、ふたをして火にかける。口が開

いたら火を止め、あさりと蒸し汁に分け、あさりの

身は殻から取り出す。 

③ボウルに粉マスタードとあさりの蒸し汁を入れて溶

き、しょうゆ、砂糖、酢を混ぜ、オリーブ油を加え

て混ぜる。 

④あさりの身を③に加え、菜の花をあえる。 

１年間少年団活動にご理解、ご協力ありがとうござ

いました。１月より並行して新役員が活動していま

す。今後ともよろしくお願いします。 

＜お礼＞ 

２月２６日（土）の廃品回収にご協力いた 

だきありがとうございました。 

平成２２年度の氷丘中学校ＰＴＡ活動におきまして

は、ご協力ありがとうございました。 

地区役員一同、お礼を申しあげます。 

 

 

１年間小学校ＰＴＡ活動にご理解、ご協力

ありがとうございました。 

 

 

 

「阪神・淡路大震災から１６年！忘れかけている防
災についてもう一度考えてみませんか？」をスローガ
ンに、去る２月２６日（土）グリーンシティ防災会と
コラボして「防災バスツアー」を以下のとおり実施し
ました。 

参加者は小学生２名を含む２７名で、男性１６名女
性１１名、１１歳から７５歳と幅広い年代層の方々に
参加していただきました。 

最初の研修場所「三木広域防災センター」では地震
体験車に４人ずつに分かれて乗り込み、兵庫県南部地
震（阪神淡路大震災）を再現した揺れを体験したり、
近々発生するといわれている山崎・草谷断層地震や東
南海地震をシミュレーションした揺れも体験しまし
た。 

 
 
 
 
 
 

 
お昼は、道の駅「あわじ」で 

特製淡路牛丼（細切れ肉は通常 
の牛丼の味に、鞍下肉は新鮮な 
まま生のミンチに。バラ肉は赤 
ワインを使って和風の煮込みに 
淡路牛３種類の具と玉葱のハー 
モニーをお楽しみください）を 
みんなでおいしくいただきました。 

次の研修場所「福良港津波防災ステーション」は今
期から研修コースになった最新の施設です。東南海地
震が発生すると福良港では５ｍを超える津波が襲って
くるそうで、その時に港近辺にいる人の避難場所にな
ったり、水門を閉める制御装置がありました。 

 
 
 
 
 
 
 
最後に淡路サービスエリアのハイウェイオアシスで

淡路島名産の「玉ねぎスープ」や「あわぢびーる」な
どお土産を買って帰りました。 

承認されています兵庫県の「走る県民教室」助成金
２５，０００円と淡路くにうみ協会の「淡路誘客支援
事業」助成金５，０００円の請求手続きは完了しまし
たので、後日、自治会口座に振り込まれる予定です。 
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◆２６日の防災バスツアー、とても楽し

かったです。地震体験はとても怖かっ

たです。防災についてよくわかりまし

た。本当にありがとうございました。 

Ｃ棟居住者 

◆まちがいさがしのクイズ、脳トレにな

るので来月号も楽しみにしています。 

Ｄ棟居住者 

◆南雲さん受験頑張って下さい。 

Ｃ棟居住者 

◆南雲風助さんの受験が、希望の学校へ

うまく行くことを願っています。 

Ｄ棟居住者 

◆駐車場で遊ばないよう、各家庭で指導

してください。     Ｂ棟居住者 Ｄ○○○○  ○○さん 

 

日日  時時：：３３月月２２６６日日（（土土））  

午午前前９９時時３３００分分～～１１２２時時  

場場  所所：：集集会会所所ホホーールル  

みんなでおしゃべりをしながら、楽し

い時間を過ごしませんか？ 

お茶とお菓子も用意しています。 

ちょっと集会所をのぞいてください。 

お待ちしています。   民生児童委員 

 

２月度 少年補導委員活動報告 

◎街頭補導：１６時より３回 

２０時より３回実施！ 

相変わらず自転車の二人乗り、無灯火

運転がみうけられました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月号の正解

 

左右の絵には 

５つの違いが 

あります 正解者２９名の内、厳正な抽選の結果 

５名の方に図書カードを贈呈します。 

正解： 

    
by 南雲風助（なぐもふうすけ）

    棟     号    氏名                  

ﾌﾘｶﾞﾅ 

どしどしご応募ください！ 応募締め切り日：３月３１日 

提 出 場 所：管 理 事 務 所
応募用紙 

３月の答え 

印を 

入れて 

ください 

前
日
か
ら
の
ご
み
出
し
は
、
放
火
等
犯

罪
を
誘
発
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
禁
止

し
て
い
ま
す
！ 

毎
月
第
一
日
曜
と
前
日
の
土
曜
は
、
集
会
所
で

卓
球
が
で
き
ま
す
！ 

３月４月

燃
え
る
ご
み
収
集
日

春
分
の
日

１５
火

８
金

７
木

燃
え
る
ご
み
収
集
日

５
火

４
月

燃
え
る
ご
み
収
集
日

２１
月

燃
え
る
ご
み
収
集
日

２３
水

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
・
衣
類
収
集
日

２４
木

燃
え
る
ご
み
収
集
日

２５
金

２６
土

修
繕
委
員
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

２７
日

１
金

２
土

専
門
部
長
会

３
日

広
報
委
員
会

２０
日

１９
土

臨
時
総
会

理
事
会

１８
金

粗
大
ご
み
収
集
日

１７
木

燃
え
る
ご
み
収
集
日

１６
水

び
ん
収
集
日

９
土

環
境
整
備
委
員
会

１０
日

３１
木

燃
え
る
ご
み
収
集
日

３０
水

２９
火

自
治
会
役
員
会

２８
月

燃
え
る
ご
み
収
集
日

１４
月

６
水

か
ん
収
集
日

２２
火


